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1 研究の背景と目的                     

景観は人々の生活や生業の変化に伴って変遷している。

そのなかでも，文化的景観は「地域における人々の生活

又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地で

我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできな

いもの 1) 」と定義されている。つまり，山や川などの自

然と田畑や建造物等の人工的資源の調和により形成され

ている景観である。このような文化的景観の保全には，

各地域の文化的価値を正しく評価し，守り育むことが重

要である。そのため，地域の景観が，如何なる要素によ

り，地域特有の景観を構成しているかを明らかにするこ

とは，重要である。 

また，本研究の対象地域である姫島村は，海に囲まれ

た地理的特性により，歴史，文化，伝統，風土などが他

の影響を受けにくい傾向にある。地域資源を生かした生

活や生業，そして，風土により創出された要素が数多く

存在する。 

そこで本研究では，重要文化的景観の選定において重

要な景観構成要素を抽出するために，生活や生業の視点

から，ヒアリングや文献による調査を行う。さらに，抽

出された景観構成要素のうち，古くから人々の生活や生

業に関係してきた要素を，重要な景観構成要素として，

特定することを目的とする。 

２ 研究の方法                   

 文化的景観の形成において，重要な景観構成要素を特定

するために，行動軌跡調査，古写真，年表の 3つの方法に

より景観構成要素を抽出する。 

２-１ 景観構成要素の特定方法 

 

抽出した景観構成要素は，【①生活】【②生活と生業】

【③生業注 1）】【④自然物】【⑤文化財注 2）】の 5 つに分類し

た。【①生活】は，住民に対する行動軌跡調査注 3）から，

本来の利用目的以外注 4）で利用されている景観構成要素を

抽出した。得られた要素のうち，姫島村特有の文化であ

ることが姫島村史からも確認できた要素は，重要な景観

構成要素とした。また，古写真や年表により得られた要

素のうち，姫島村の第一期原風景形成期注 5）以前から現存

している要素は，重要な景観構成要素とした。【②生活と

生業】，【③生業】は，行動軌跡調査，古写真，年表によ

り得られた要素のうち，生活や生業が継承されており，

姫島村の第一期原風景形成期以前から現存している要素

は，重要な景観構成要素とした。【④自然物】は，行動軌

跡調査，古写真，年表により得られた要素のうち，姫島

村の第一期原風景形成期以前から現存している要素は，

重要な景観構成要素とした。【⑤文化財】は，行動軌跡調

査，古写真，年表により得られた要素のうち，現存して

いる要素は，重要な景観構成要素注 6)とした（図 1）。 

３ 景観構成要素の抽出            

【行動軌跡調査】行動軌跡調査から景観構成要素が計

69 件抽出された。人工物は，49/69 件抽出され，商業に関

する景観構成要素は，10 件であり，そのうち，江原薬店

やまるい商事など商店に関する景観構成要素は，8/10件と

最も多かった。 

【古写真】古写真注 7)から景観構成要素が，計 44 件抽出

された。最も多く確認された景観構成要素は，海が

138/200 枚，次いで，樹木が 124/200 枚，船が 82/200 枚で

あった。これらの景観構成要素は，全 200枚の半数以上確

認できた。人工物は，33/44 件抽出され，生業に関する景

観構成要素は，19 件であり，そのうち，船や漁港など漁

業に関する景観構成要素は，15/19件と最も多かった。 

【年表】年表注 8)から景観構成要素が，計 85 件抽出され

た。人工物は，82/85 件抽出され，漁業に関する景観構成

要素は，23/82 件と最も多かった。次いで，商業に関する

景観構成要素は，15/82件と多かった。 

４ 重要な景観構成要素  

４-１ 重要な景観構成要素の特定 

第 3章で得られた景観構成要素計 150件のうち，重要な

景観構成要素は，行動軌跡調査から 44/150 件，古写真か

ら 28/150件，年表から 33/150件，計 74件を特定すること

ができた。そのなかで，漁港，漁具倉庫，灯台などの漁
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業に関する要素は，27/74 件と最も多かった。このことか

ら海に囲まれた環境である姫島村において，漁業に関す

る景観構成要素は，姫島村の生業面を語る上で欠くこと

のできない要素であると考えられる。 

４-２ 重要な景観構成要素の分布の特徴 

次に，74 件特定した重要な景観構成要素を，地図上に

示した（図 2）。図 2 から，各集落の恵比須社は，基本的

に各漁港沿いの場所にあることがわかる。ただし北浦地

区のみ，漁港から離れた場所にある。これは，かつて塩

田業が栄えた頃に製塩工場などの建設により，埋め立て

が行われたためである。漁業に関する重要な景観構成要

素が，最も多く確認された地区は，「水産加工場」や「蓄

養施設」などがある南浦地区で，9/30件である。次に多く

確認された地区は，「北浦波止場」や「北浦漁業センター」

などがある北浦地区で，7/30件であった。このことから北

浦では古くから存在する漁港があることや，南浦では現

在，漁港に多くの漁業関連施設があるため，漁業に関す

る重要な景観構成要素が多く存在することがわかった。 

５ 総括                    

本研究では，姫島村の生活や生業に関する景観構成要

素を，行動軌跡調査（69 件），古写真（44 件），年表（85

件）から抽出し，74 件の重要な景観構成要素を特定する

ことができた。そのなかで，漁港，漁具倉庫，灯台など

の漁業に関する要素は，27/74 件と最も多かった。また，

図 2より北浦地区から南浦地区にかけての漁業に関する重

要な景観構成要素が多く存在することがわかった。この

ことから漁業に関する重要な景観構成要素は，海に囲ま

れた環境である姫島村において生活・生業を語る上で欠

くことのできない要素であると考えられる。 

【補注】 

注1) 研究では, 姫島村の風土によって開始した生業を塩田業，漁業，農業，畜産業とする。 

注2) 重要文化財，史跡，名勝，天然記念物など文化財保護法に基づき指定，選定，登

録されたのもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注3) 行動軌跡調査の対象者は，昭和 30～50 年（第二期原風景形成期）注 9）当時，生

産年齢（15 歳以上 65 歳未満）であった者，かつ姫島村で生業に従事していた者

とした。行動軌跡調査の対象者の属性，調査実施日は，表注 10）に示す。行動軌

跡調査では，まず，対象者の 1 日の生活の流れを把握する。そのなかで，「住民

が訪れた場所」，「通行した道」，「印象的な風景」，「日頃訪れる場所」，「姫島村

特有の構成要素」の 5 つの項目から，自然物（地形，植生），人工物（工作地，

建造物，道路工作物）を景観構成要素として抽出した。また，全地区や各地区

で行うイベント・祭事が行われる場所も景観構成要素として抽出した。 

注4) 本来の利用目的以外とは，例えば商店は買い物をするためにある場所であるが雑談の

場として利用されるなどその空間が存在する目的以外で利用されていることを指す。 

注5) 参考文献 2）により姫島村の景観の変遷過程が明らかにされた。第一期原風景形

成期は，「生活」の基盤整備がなされた期間であり、「生業」を営むためのルールや

組織が形成されるなど、姫島村の骨格が築かれた重要な期間（1875 年－1936 年）。 

注6) 姫島村住民の生活または生業及び風土により形成された景観を構成し，姫島村

の人々の生活又は生業を理解するために欠くことのできないもの  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注7) 古写真では，目視で対象物の範囲や境界がわかり，景観構成要素と認識できる

ものを景観構成要素として抽出した。この方法を古写真全 200 枚に適用した。 

注 8)年表においては，既往研究 2）により，得られた産業年表注 11）のうち，基盤整備に

関する要素を景観構成要素として抽出した。 

注 9)第二期原風景形成期は，塩田の跡地が，クルマエビ  

養殖場に転換するなど，急速に「生業」が変遷し，  

現在の姫島村の骨格が築かれた重要な期間 

（1960 年－1979 年）。 

注 10)行動軌跡調査の対象者の属性と調査実施日。  

属性は，「性別」，「年齢」，「居住区」，「職業」  

に分けて示した。 

 

 

注 11) 既往研究 2）により整理した年表。生活では，「社会基盤」と「施設」，生業では，姫

島村の主産業である「農業」，「漁業」，「塩田業・車えび養殖業」，「畜産業」，「商

業・流通」に分類し整理した。 
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図 2 重要な景観構成要素を位置する地図 

男 14 1区 1

女 25 2区 11

3区 4

50代 5 4区 14

60代 12 5区 4

70代 9 6区 5

80代 10

90代 3

無職 16 農家 5

主婦 3 清掃員 4

神職 1 船大工 1

販売業 3 漁師 5

公務員 1

職業

12月2日

8月8日
H28

12月17日

11月17日

1月29日

H27

調査実施日

年齢

性別

属性

属性区
1月16日

1月23日

1月27日

付表 1 行動軌跡調査の対象者の属性，調査実施日  

図 3 観音崎 図 4 庄屋古庄家 
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